
駅
前
地
下
送
迎
場
予
定

地
で
発
見
さ
れ
た
福
山
城

外
堀
遺
構
に
つ
い
て
、
全

面
保
存
を
願
う
市
民
の
世

論
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
外
堀
の
船

着
き
場
で
あ
る
舟
入
状
遺

構
が
見
つ
か
り
、
御
水
門

の
石
垣
や
柱
穴
、
二
重
櫓

跡
の
石
垣
な
ど
が
発
掘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

研
究
者
は
、「
立
派
な
天

守
閣
と
三
重
櫓
が
立
ち
並

ぶ
、
全
国
五
指
の
巨
大
な

城
郭
を
し
の
ば
せ
る
も

の
」
と
高
く
評
価
。
文
化

庁
も
、
「
国
（
史
跡
）
指

定
の
追
加
も
視
野
」
に
入

れ
、
遺
構
を
壊
す
現
計
画

に
強
い
懸
念
を
表
明
し

ま
し
た
。 

を
閣
議
決
定
。 

高
木
議
員
は
、
「
大
型

道
路
建
設
は
中
止
せ
よ
」
と

市
長
に
せ
ま
り
ま
し
た
。 

 

市
長
は
、
「
見
直
し
は

考
え
て
な
い
」
と
答
弁
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
住
民

主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り

へ
、
み
な
さ
ん
と
力
を
合

わ
せ
ま
す
。 

福
山
城
外
堀
の
舟
入
状
遺
構
。 

中
央
が
御
水
門
。
左
上
に
二
重
櫓
跡
。 

 

歴
史
的
遺
産
と
景
観

を
破
壊
す
る
鞆
港
埋
め

立
て
架
橋
計
画
を
強
行

し
よ
う
と
す
る
福
山
市
。 

高
木
議
員
は
、
世
論
を

無
視
す
る
無
謀
な
計
画

は
中
止
せ
よ
、
と
迫
り
ま

し
た
。 

市
長
は
、
市
内
の
集
会

で
、
架
橋
計
画
に
つ
い
て

「
鞆
と
言
え
ば
橋
と
言

え
る
く
ら
い
に
し
た
い
」

「
景
観
を
壊
す
と
言
わ

れ
た
京
都
タ
ワ
ー
も
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
（
土
地
の
象
徴

と
な
る
建
造
物
）

に
な
っ

た
」
と
講
演
。
市
長
の
発

言
は
、
鞆
の
歴
史
的
・
文

化
的
な
価
値
へ
の
見
識

が
疑
わ
れ
る
も
の
で
す
。 

高
木
議
員
が
鞆
の
歴

史
的
・
文
化
的
価
値
に
対

す
る
認
識
を
厳
し
く
問

広
島
県
は
六
月
二
十

三
日
、
鞆
港
埋
立
て
免
許

の
認
可
を
国
に
申
請
し

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
六
月

三
十
日
、
県
へ
申
請
を
取

り
下
げ
る
よ
う
、
国
土
交

通
省
に
免
許
を
認
可
し

な
い
よ
う
、
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。 

鞆
港
の
世
界
遺
産
登

録
を
求
め
る
署
名
は
、
現

在
九
万
筆
を
越
え
、
歴
史

的
景
観
の
保
存
を
求
め

る
世
論
は
国
内
外
で
急

速
に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

地
元
住
民
ら
は
、
免
許

差
止
の
裁
判
を
お
こ
し

ま
し
た
。
今
年
二
月
に

は
、
広
島
地
裁
が
、
も
し

免
許
が
認
め
ら
れ
た
場

合
に
は
「
景
観
を
現
状
に

回
復
す
る
こ
と
は
著
し

く
困
難
」
と
し
て
、
事
業

に
よ
る
重
大
な
損
害
が

生
じ
る
と
の
認
識
を
示

し
ま
し
た
。 

排
水
権
を
持
つ
住
民

全
員
か
ら
の
同
意
は
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

市
民
団
体
が
提
案
し

て
い
る
「
山
側
ト
ン
ネ

ル
」
案
と
の
比
較
考
量
も

不
十
分
な
ま
ま
で
す
。 

免
許
申
請
の
条
件
は

全
く
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

党
議
員
団
は
、
「
認
可

申
請
は
、
根
本
的
な
問
題

を
無
視
し
て
計
画
を
強

行
す
る
暴
挙
」
と
県
に
申

請
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。 

 

高
木
議
員
は
、
遺
構
全

面
保
存
の
立
場
か
ら
市
長

の
認
識
を
問
い
ま
し
た
。 

市
長
は
、
「
築
城
当
時

の
規
模
が
判
明
し
、
明
治

期
以
降
の
土
地
利
活
用

の
変
遷
が
わ
か
る
」
旨
、

答
弁
。
遺
構
の
歴
史
的
価

値
に
目
を
そ
む
け
る
か

の
よ
う
な
態
度
で
し
た
。 

高
木
議
員
は
、
計
画
を

白
紙
撤
回
し
、
市
民
や
有

識
者
等
を
含
め
た
「
（
仮

称
）
駅
前
整
備
計
画
策
定

委
員
会
」
を
新
た
に
設
置

せ
よ
、
と
求
め
ま
し
た
。 

 

市
民
合
意
に
よ
る
、
外

堀
や
舟
入
状
遺
構
の
全
面

保
存
の
方
法
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
と
知
恵
を
出
し

合
い
、
が
ん
ば
り
ま
す
。 

福
山
道
路
、
福
山
沼
隈

道
路
、
福
山
西
環
状
線
な

ど
の
大
型
道
路
計
画
は
、

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
を
分
断
し
、
騒
音
・
大

気
汚
染
に
よ
り
住
環
境

を
破
壊
す
る
も
の
で
す
。 

建
設
費
は
三
路
線
だ

け
で
約
二
千
九
百
億
円
、

一
㍍
あ
た
り
一
千
万
円
。 

建
設
予
定
地
の
地
権

者
か
ら
は
、
「
ま
だ
合
意

に
至
っ
て
い
な
い
人
が

多
い
の
に
、
強
引
に
事
業

を
進
め
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
の
声
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
。 

福
田
内
閣
は
国
民
世

論
に
押
さ
れ
、
「
道
路
特

定
財
源
の
一
般
財
源
化
」

六
月
十
七
日
夜
、
御
幸
町
の
用

水
路
に
高
齢
の
男
性
が
自
転
車
ご

と
転
落
し
死
亡
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
党
市
議
団
は
、
現
地

を
調
査
し
、
羽
田
市
長
に
要
望
書

を
提
出
。 

全
市
で 

水
路
転
落 

防
止
対
策 

を
抜
本
的 

に
強
化
す 

る
よ
う
求 

め
ま
し
た
。 
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事
故
現
場
を
調
査 

県へ免許申請取り下げを求める党議員団
＝県庁、6月 30日 

日
本
共
産
党
は
、
計
画

を
中
止
さ
せ
、
鞆
の
歴
史

遺
産
と
景
観
を
守
る
た

め
に
、
み
な
さ
ん
と
力
を

あ
わ
せ
ま
す
。 

い
た
だ
し
た
の
に
た
い

し
、
市
長
は
「
（
架
橋
は
）

後
世
に
誇
れ
る
よ
う
な

建
造
物
に
な
る
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。 

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
（
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
）
は
甚

大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
被
災
者

へ
の
ゆ
き
と
ど
い
た
生
活
再
建

支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回

の
震
源
域
は
、「
地
震
が
三
十
年

以
内
に
発
生
す
る
確
率
は
ほ
ぼ

ゼ
ロ
㌫
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

日
本
の
ど
こ
で
も
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス
の
地
震
が
お

こ
る
と
想
定
し
た
震
災
対
策
の

必
要
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

市
長
「
学
校
耐
震
化
に
努
め
る
」 

 

国
の
制
度
改
正
で
公
立
幼
稚

園
・
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化

事
業
へ
の
補
助
金
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
高
木
議
員
は
、

こ
の
機
に
一
気
に
耐
震
化
を
す

す
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市

長
は
、「
法
改
正
の
趣
旨
を
十
分

踏
ま
え
、
学
校
施
設
の
耐
震
化

に
努
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

住
宅
耐
震
改
修
費
に
も
助
成
を 

市
は
、
住
宅
耐
震
診
断
費
に
上

限
二
万
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

高
木
議
員
は
、
住
宅
の
耐
震

改
修
費
に
も
助
成
す
る
制
度
を

つ
く
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 


